
[10] 巨刺(左右刺)、上下刺、対角刺

　　応急処置の原則：「遠くに強く引く」
　　が、手足の甲と患部が近いと患部の邪気を手足の甲に引きにくい>>>>>別の「遠く」が使われる

　　　①巨刺　：患部の左右反対側にツボを探して刺鍼
　　　　（左右刺）　例：右手親指の痛みに、左手親指まわりのツボで治療

　　　②上下刺：患部の上下反対側にツボを探して刺鍼
　　　　　　　　　　例：右膝の痛みに、右肘まわりのツボに刺鍼して運動鍼（階段昇降）

　　　③対角刺：患部の対角反対側にツボを探して刺鍼　
　　　　　　　　　　例：右足首の痛みに、左手首まわりのツボで治療

(1) 手足甲以外の「遠く」

(2) 巨刺、上下刺、対角刺による応急処置

・患部が肘膝なら、選んだ対称点の延長の手足甲に引く 手足甲引鍼

巨刺
（上下刺）
（対角刺）

① 選んだ対称点に刺鍼しながら運動鍼：患部を痛くない範囲で動かす
② 患部を動かして辛さが残る所の対称点の近くにツボを探して運動鍼
・ 患部の近くの痛みや辛さが無くなるまで②を繰り返す

・患部が肘膝なら、選んだ対称点の延長の手足甲に引く
　患部が手首足首からでも、施術か所の甲の陽経側にツボが出ていたら引き鍼 
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頭:散鍼 ・ 陰経側にも刺鍼したときは、念のため頭の散鍼をする

甲引鍼

① どういう動作で、どこが辛いか・・・手首足首や指はツボが細かい
② 患部の左右、上下、対角の対称点の近くでツボを探し、どれを使うか決める症状確認

※ 痛くて患部に触れない足首捻挫などのときには、対角刺、上下刺、巨刺の患部に近づいてもよい
（＊）指の周辺の巨刺などでは、ツボが細かいので捻鍼法の方が良いこともある。

(3) 巨刺、上下刺、対角刺の組み合わせによる応急処置・・・足首捻挫などの場合

症状確認 後始末対角刺 上下刺 巨刺

・ 遠い方から順に


